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冠血行再建例の運動負荷時心機能の検討
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冠血行再建例60例に対して術前後で携帯用持続
心機能モニター(VEST)を用いて心機能検査を施
行し、冠血行再建の成否と心機能の関係を検討し
た。
〔症例〕
径1.5mm以上の有意狭窄冠動脈にバイパスを施
行し、かつ、術後１ヶ月の冠動脈造影またはＤＳＡ
ですべてのグラフトの開存を確認できた50例を
“完全血行再建群，，とし、グラフトの閉塞を認め
た10例を“グラフト閉塞群”とした。冠動脈病変
は完全血行再建群は１校病変が１例、２枝病変が
１４例、３枝病変が27例で左主幹部病変が８例であ
った。また、グラフト閉塞群は２校病変が３例、
３枝病変が６例で左主幹部病変がｌ例であった。
心筋梗塞既往例は完全血行再建群では54％、グラ
フト閉塞群で70％であった。平均グラフト数はそ
れぞれ2.7本，３．０本で、内胸動脈使用率はそれぞ
れ80％，100％であった（表ｌ）。
〔結果〕
運動負荷中のＬＶＥＦの変化のパターンは、負
荷によりＬＶＥＦが上昇する上昇型typeA、一旦
上昇するが負荷が増すと下降する上昇低下型type
B、負荷によりＬＶＥＦが変化しない不変型type
C、負荷によりＬＶＥＦが下降する低下型typeD
の４型に分類できた。ｔｙｐｅＡは正常型でtypeＢ
ＣＤは異常型と考えられた（図１）。
両群とも術前後で最大運動負荷量、ratepressure
productに有意差はなかった。完全血行再建群の
術前後のタイプの変化は術前、ｔｙｐｅＡが５例、
typeBが13例、ｔｙｐｅＣが１０例、ｔｙｐｅＤが22例
であったが、術後はtypeAが39例、ｔｙｐｅＢが８
例、typeCが２例でtypeDはｌ例で、術後に運
動負荷対応能の改善を認めた。術後typeBを呈
した８例のうち６例は、最大運動負荷時の心プー
ルシンチグラフィで、完全血行再建にも関わらず
前壁中隔と心尖部の壁運動異常を認めＬＡＤ領域
の虚血が示唆された（図２）。グラフト閉塞群の
術前後のタイプの変化は、術前はtypeBが１例、
typeCが２例、ｔｙｐｅＤが７例であったが、術後
にtypeAへ改善したのは５例で、閉塞グラフト
は右冠動脈３例、回旋枝系２例であった。術後、
typeBに留まった５例のうち４例は回旋枝系へ
のグラフトが閉塞しており、右冠動脈へのグラフ
トが閉塞していたのは１例のみで、回旋枝系グラ
フト閉塞例がtypeBに多い傾向が認められた
（図３）。術前後の最大負荷時のＬＶＥＦは、完全
血行再建群で術前、安静時54％に対して最大負荷
時47％と低下しているが、術後は安静時56％から
最大負荷時65％と上昇した。グラフト閉塞群でも
術前は55％から45％に低下したが、術後は57％か
ら63％に上昇しており、両群で各ＬＶＥＦに有意
差は認めず、グラフト閉塞群においても、開存グ
ラフトが心機能に有効に働いていると考えられる
（表２）。
運動負荷回復期のＬＶＥＦは、負荷終了直後よ
り上昇しピークに達した後、負荷前値に復するパ
ターンをとった。負荷回復期最大ＬＶＥＦと負荷終
了時からピークに達するまでの回復時間recovery
ｔｉｍｅを検討した。完全血行再建群で、回復期最
大ＬＶＥＦは術前66％から術後７４％に上昇し、回
復時間は術前169秒から術後92秒に短縮し、術後
に運動負荷からの改善を認めた。グラフト閉塞群
でも回復期最大ＬＶＥＦは術前63％から術後67％
に上昇し、回復時間も術前162秒から術後１１０秒に
短縮したが、術後の回復期最大ＬＶＥＦは完全血
行再建群に比べて有意に低く、また回復時間は有
意に長く、負荷からの回復は完全血行再建群に比
し劣った（表３）。
〔結語〕
ＶESTを用いて、冠Ⅲ行再建例における心機
能評価を行い、完全血行再建群とグラフト閉塞群
とで比較検討した。運動負荷時のＥＦは両群とも
術後は改善したが、グラフト閉塞群で運動負荷対
応能の不足を認めた症例が多く、完全血行再建群
に比して、有意に運動負荷からの回復能が劣った。
また、内胸動脈の一部には高度の負荷では血流供
給能の不足を示すものがあった。
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